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令和４年度 南牧村一般会計予算

※グラフ内の数字は予算構成比

（目的別）

（前年度比2.7％増）

歳 出

　令和４年度の当初予算が3月議会定例会で可決されました。一般会計総額は22億8千万円、前年度
比2.7％、6,000万円の増となりました。 
 本年度予算は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、最優先事項として、徹底した
感染拡大防止に取り組むとともに、住民生活の支援や地域経済の回復に向けた施策を迅速に実施で
きるよう編成しました。また本村の最重要課題である人口減少対策に向けた住宅の整備、災害に強
い村づくりに向けたインフラ施設の点検・維持補修、小中一貫校建設における準備等に重点的に配
分しました。
 自主財源が少ない中、国県の補助金や財政的に有利な村債を活用することで、後年度の財政負担を
考慮した健全な財政運営に努めてまいります。

 

予  算  額 増 減 率
1億4,557万円 △ 0.6％

2,745万円 △ 1.0％
8,025万円 △ 2.8％

分 担 金 及 び 負 担 金 60万円 △ 35.1％
財 産 収 入 515万円 1.5％
寄 附 金 180万円 △ 21.7％
諸 収 入 3,538万円 81.9％
繰 越 金 1,000万円 0.0％

3億   620万円 4.0％
13億4,000万円 14.5％
1憶7,727万円 △ 18.1％
1億6,257万円 △ 45.3％
2億   370万円 25.9％

9,026万円 12.6％
19億7,380万円 2.5％
22億8,000万円 2.7％

項   目
村 税
使 用 料 及 び 手 数 料

繰 入 金

計
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
村 債
そ の 他

計
合   計

そ
の
他

依
存
財
源

自
主
財
源

区 分 予  算  額 増 減 率
議 会 費 5,000万円 △ 7.5％
総 務 費 6億5,571万円 30.9％
民 生 費 3億7,160万円 △ 9.9％
衛 生 費 1億7,897万円 △ 4.0％
労 働 費 2万円 △ 98.2％
農 林 水 産 業 費 2億  254万円 20.4％
商 工 費 4,541万円 31.2％
土 木 費 2億5,922万円 22.8％
消 防 費 1億1,389万円 27.7％
教 育 費 1億7,417万円 42.7％
災 害 復 旧 費 505万円 △ 98.0％
公 債 費 2億1,842万円 17.4％
予 備 費 500万円 0.0％

合 計 22億8,000万円 2.7％
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13.0 %
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  義務的経費 33.6％
  投資的経費 13.2％

（性質別）

特 別 会 計 予 算

本年度の重点施策・主な事業

新型コロナウイルス感染症対策
◎住民生活支援や地域経済回復に向けた主な取り組み
 南牧村応援商品券事業（飲食券・共通券の配布及び販売)
 ステイホーム応援事業（灯油券の配布）
 学生支援事業（大学生等に対する生活支援）
少子化・人口減少対策、過疎対策事業の充実
◎定住・移住促進
 空き家活用事業、村営住宅敷地造成、移住体験ツアー、親子留学支援事業
災害に強い安心・安全な村づくりの推進
◎インフラ施設の点検・維持補修
 林道橋梁点検、林道舗装・維持補修
   橋梁・トンネル長寿命化計画策定、道路施設定期点検、村道維持補修、村道橋梁補修 
住民の福祉施策、健康増進施策等の充実
 紙おむつ等購入支援（高齢者）、じん臓機能障害者通院交通費補助の拡充
子育て・教育環境の充実、整備
 紙おむつ・粉ミルク購入支援（乳幼児）
 小中一貫校建設設計、旧磐戸中学校解体、外国語教育の充実（ALT2名配置）
その他の事業
 自然休養村センター解体、広域消防南牧分署敷地造成
 

 
※（　）内は、前年度の当初予算と比較

予  算  額 増 減 率
人 件 費 4億4,131万円 △ 1.5％
扶 助 費 1億   413万円 △ 4.0％
公 債 費 2億1,842万円 17.4％

計 7億6,386万円 2.8％
普通建設事業費 2億9,772万円 47.7％
災害復旧事業費 505万円 △ 98.0％

計 3億   277万円 △ 32.7％
物 件 費 4億     79万円 7.7％
維 持 補 修 費 1億5,081万円 101.0％
補 助 費 等 4億6,886万円 24.4％
積 立 金 2,421万円 △ 39.9％
投資及び 出資金貸 付 金 228万円 △ 30.5％
繰 出 金 1億6,142万円 4.6％
予 備 費 500万円 0.0％

計 12億1,337万円 18.2％
22億8,000万円 2.7％
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◎ 国民健 康保 険 3億950万円 (0.7％増) ◎ 生 活 排 水 3,050万円 (16.7％減)

◎ 簡 易 水 道 4,830万円 (8.3％減) ◎ 介 護 保 険 6億4,000万円 (1.2％減)

◎ 自 然 休 養 村 1,280万円 (324.1％増) ◎ 後期高齢者医療 4,980万円 (1.2％減)


